





















































































































































































































からないけれども、年間 100 人を超えていたのが 80、
90、一番新しいのは 69 です。死亡している子どもの



















































































































































































































































































































































3 さらば、悲しみの性　高文研 1985 年刊分
 新版　さらば、悲しみの性　河野美代子　集英社文庫












































































資　料 2014年　赤ちゃん遺棄・置き去り事件報道記事録　 ［2015. 3. 16. 萬屋作成］
生存 6（男児 2　女児 4）　　死亡 6（男児 3　女児 3）
①　　2014.1.6　　東京　　男児　死亡　母 23 歳逮捕






⑧　　2014.9.12　 大分県　女児　死亡　少女 19 歳逮捕







大宮署によると、安保容疑者は 5日午後 8時ごろ、生後 1週間ほどと見られる男児の遺体をキャリーバッグ（縦


















































11 日午後 2時 35 分ごろ、上尾市小敷谷の児童養護施設の男性職員から、「施設の正門前に赤ちゃんが捨てられ
ている。捨て子かもしれない」と 110 番があった。
上尾署によると、赤ん坊は女児で、へその緒が付いたままだった。施設の女性職員（30）が、紺地に白色と薄緑
























3 日午後 8時 33 分ごろ、熊本市西区島崎 6丁目の慈恵病院で、同病院職員から「こうのとりのゆりかご（赤ちゃ
んポスト）に赤ちゃんが入れられている。赤ちゃんは死亡している」と熊本南署に通報があった。県警はゆりかご
内で遺体を確認、死体遺棄事件とみて捜査している。
熊本南署の調べによると、赤ちゃんは生後間もない男児で、身長 53 センチ、体重約 3200 グラム。着衣はなく、
あおむけの状態だった。目立った外傷はなく、へその緒などはついていない。手紙やメモなどは残されていないと




年 5 月に全国の病院で初めて開設した。今年 3月末までの約 7年間に預け入れられた子どもは 101 人。健康状態が
良好だったのは 86 人で、治療を要した子が 15 人。遺体で見つかった事例はなかった。
同病院の蓮田健産婦人科部長は「非常に残念。亡くなった赤ちゃんを預けることは理解に苦しむ。捜査状況を見
守りたい」と話した。























































同署によると、女は 14 日午後 7時前、自宅近くの交番を訪れ、警察官が不在だったため美方署に電話し、「赤
ちゃんを捨てました」と泣きながら話したという。女は旅館に勤務し、一人暮らしだったという。
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